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 固型餌料によるハマチ養成について(その。2)

調査部

巫41年度試雅
 1)固型餌料の実用化を目標にして鮮魚餌料との併用を試み、切替え、混用に
 おける摂餌、成長の差異、その他について調査した。なお・I供試した国.型餌
 料は、オリェンタ〃こ弓母工業師東京工場の製品であ.る。

 ・2)試験は、餌付試験、養成就股とにわけ、養成試験は、更に次のとおりとし
 た自

 ○固型餌料単用期6月

 。固型・鮮魚併用期・月一11月1墨寵鰯一こ融琴え)
 3)各区1尾当ワ9飼育結果は次表のとおワセあつた。

          1尾当りの飼育結果(1尾平均)
          項一員567891011全期間

          開始時体重99.42989802485551.5788-41.118594

          増肉蟄42口.4681255.052Z2206.611引5,4

          切替区投鰹鐙(乾)ダ38.11285llお1685ゐ81Z768口.13.11Z5          増肉係数一1.白71.881.781.692.912,503.292..17

          投餌率(日)第・1日.36-74.994.123.412.76.1.852.30

          開始時体重9煎29.810022687576.685561,171.99.4

          30!1

          混用ヨ区.増.肉鋤2口.468j16912795312.9191,91.る54,4          投餌盤(乾)938.11.28.3266.365ろ.6766.61.0Bア2783.53.7127

          増肉係数1.871.88↑.582,132.743.404.09274

          投脾率(日)第10.36.74.674,993.563.472.□62.66

 1尾当ワの飼育結果(1尾平均)

 4)解付期における摂餌は・前年に比べて良くなかった。特に小型魚で愚かっ
 た。この原因としては環境要因、モジヤコ自体の嚢弱などが大きく影響して

 いるようであった目

 切替における摂餌は最初の切替時13～4日間や』不活溌となったが∵後は

 別書こ抵抗は感1二られず全般的に良塚であった。しかし高水温期には魚群の浮

 上悪く不良の時があった。

 .またr同型餌料と鮮魚餌料に対して示す摂蘇の活溌一さは異なっていること
 ・が多く・・甲型餌料走けて1摂解の.悪～・時・僅かの魚肉ミンチ餌差混和寸ること
 によつIて良好となることが順々みられた。..大粒固型餌料は雄6・(長径8.0～

 12.0棚・短径6.2～6.5脚、1粒口.2888)を1・1月・下・旬投与するに
 と∫まったが、摂餌には全く異常は認められなかった回
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 5)成長の実績を図示すれば、次めとおりで亭る。

 ハマチの成長

 (平均体重の変化)

 ・餌付・単用期  併用・瑚.



 6)成長は40年オイ'区よりもはるかに良く、本県鮮魚餌料飼育ハマチg平均
 成長をも上回って!・1月末1.3.25～1.・3639ξたり・最大は1・.85ロク午
 達した一。

 ア)肥満度は混用区が高い値を示し、最終時(12月↑目I)1・97～199を示1。
 したが、40年オイ〃区r2口.6)に比べ小き.かった。

 8)体重組成では、何れの試験区も最終時1,000～1-50口9の間に90第が
 みられた。

 9)餌付期の'増肉係数1ξ1乾)。は一、その期間の投餌率を高くしたこと、歩留りが愚
 かったことが原因し・て高くなり小型魚では3～44.を示した。(前年餌付期の
 増肉係数は1以下であった。)餌付から養成まで・の全期間について増肉係数を
 計算すると、切替区2.57、混用区2174どなこった。
 10)餌付期め歩滅りは大きく30～60幻こ達した。中・大型魚では行方不明魚
 が多く、小型魚では死亡魚の割合が多かつえ。養成期の死亡魚は1～2名であ

 ≒たが、台風によ右イ。ケス網の破網で逃逸が・4-5～261'5系みら.れた。
 11)肝臓の色は10月以降、乳黄土色を呈するものが多くなってきた。
 12)寄生虫としてはアキシーネ(鰯虫)が若干認められ・た。ほかに餌料に起因す
 ると思われる病害は、肉眼的には全く認められ汝かった。

 13う魚体成分の消長定は、前年同一様、肉蛋白の増加する成長期と、体脂肪の増加
 する肥満期.の二つ一に分けられるこ・一と一を再確認Iした。一
 1ム)肥満期に移行する時期は季節的なものと思われ、その時期は8}9月頃と推
 定される。

 15)餌料投与法(一切替、混用)による魚肉組成の相違は認められなかった。

 16)鮮魚餌料の消化^ピー.ハ干・餌料投与後5時間附近にあプ2時間でもかな
 り消化は進行している。主として小腸}直腸で消化吸収が行なわれていると推
 考され、人工餌料に比べて、鮮魚餌料の消化率は極めて高く、且つ消化に要す
 る時間も短かい。

 17)健康魚と栄養失調魚の消化率の艦時的推移は、傾向、測定値共に類似し殆ん
 ど相違は'在られ'たい。帥

 18)弾地の水質.岳干は異常は認予られ牟かったが・8月上～、中旬に異常高水温が
 みられ.た口

 19)餌料代を試算すると、増肉切当り切替区ではラう6円18銭、混用区では

 255円33銭となり・一方・鮮魚餌料の方は、今年度、冷蔵費含み増肉切当
 り.?48円29銭となつて切替区では割安キなっているが、混用区では割高と
 .なっている回



 餌料代の比較

 養成試験結果から1尾当リの月・別館量ならびに餌料代を計算すると表のとおりで
 ある。

 ハマチ1尾当りの餌量と餌代・の比較

       切・一番一区
       1月

       成長9.増肉豆9餌の種類一I所要量g埜半金額円
       94人工②③58.1119654.50

       5～2□.4オイ〃

       `(ワ0日間)29B無一小計4.50

       298人工③④121.392.9611.28

       61'68.1オイル60125「」.76

       979.魚〃12.04

       98.0人コニ④7・8.989・Z0?

       7～15η.1オ'イールろ9125一r」.49

       2体1魚666.926.421ア6?〃25.13

       2-8.5'人工④⑤38ろ.9・88.3033.90
       .買～3口3.6オイ、ψア9125r」.99

       552.1魚43ろ.32ア0g11.74
       〃一6.63

       551.5人工⑥425.5Bア503ア21
       9～235.0オイル123.1?5'1.54

       786.5魚891.0ワ71n92988
       L〃68.63

       788.4人工・⑤5“.58Zr04ア“

       1□111∵η2オイル?ア2125ろ.一0       魚一885.ワ30.08一26.63
       〃7ア67

       ■■■■一一一''

       1,118.6人工⑤⑥459987504n.H
       11～、206.6オイル2?.21252.77

       1.3252魚711.128.142口.01
       〃6ろ.02

 ・月一

計

9.4

～

1,325.2
_____」」________

___」_

人=[

1,515.8オイル

?7.2

885.ワ

125

30.

459.987

2?.2125

711,128.14

2,051.98'8.5.

69.6125

・…1・1…1

ろ.{0

 〃6ろ.02

∵

2,77

2口.01

一181.79

 ・舳!1.lll



       混一一.'一月=区

       月

       成長一9・'増肉屋リ餌の種類所要量1・'8平均単馴穿金・一額円

       9.4人工②③38.1119-654.50

       51～・2口.4オイ〃

       (20日間)298魚小計4,50

       29.B人工③④121.592.9611.28
       6～68.1オイ〃釦1250.76
       9ア9魚"12.04

       100.2人士④132.58911.7'9
       7～.1691オイ〃6,8125O.8ら

       2693興456.026.421・2』]5

       2687人工④⑥.447388.62…9、÷
       .。寧.～30Z1..オイ〃..6.3125口.79

       575.8魚722.72ア091958一
       ・〃る口.口1

       5766人工⑥569887504986
       9～279.5オイ〃22.81252.85

       856.1魚625.333.54.2口.97
       .〃73.68

       855.6人工⑥87668ア5076.70
       10～312.9オ,イ.ル43.61255,45

       1.1685魚602ξ30.081宮.竹.
       列0日127

       1,171.9人工⑥⑥.60Zg8ア5053.19
       11.～191.9オーイ.〃29.6125.3.70.

       1.ヨ63.8.無一“488828.1.41ろ.75       〃I7n.6-4

       94人工.・27,9.3-588.40
       計～1,354.4オイ〃115.2.1孝5       1.3.65.8。魚..・2写g5-5.2917・1イllll

       一

 51一ユ}



 今年度供試した固型餌料の単価と、本県の主な養殖地漁脇の鮮魚餌料月別購入
 単価は次表のとおりであった。

  固型餌料の単価(41年)

  餌種類(大きさ)単価肋
  κ一/衛口円

  213口

  310'7

  489

  58Z50

  68Z50

 ◎オリエンタルこう母工業KK製

   41年度鮮魚餌料の月別単価=
   経営体A

   項肩'一一一…'一置一単価■   箱佃

   5岬6,811円1902円
   6304.7822.5-7

   7356.6826.42

   8365.7.72Z09

   9452.9133.54.

   10一406.09コロ.08

   1138口.0028.14

   .平一切39口.0口28.88

 11月末生そに切替区では297円62銭、混用区では345円85銭の餌料
 代を要し、増肉侮当り切替区号書6円18銭、混用区255両33銭となってい
 る。一」混用区では人工餌料の代金・がかなり高くなっていることがわかる。これは投

 寓の割合、撰与方法等にも不合理部あったのかも知れない自鮮魚餌料による餌料
 代は、今年度、瑠肉切当り239円96銭(本県の平均増肉係数8.2)となるが、
 冷蔵.費。.(餌料1畑当り)1円40銭を加算すると、鮮魚餌料は1.初当り30円=援.8

 銭となワ、増一向佃当り248円29銭となる。切替区では、鮮魚餌料より割安と

 なつて、るが・混用区.て1は割章となっている。切替区の餌料代に=相当する鮮魚餌
 料単価は初当ワ27円58銭とたる。

 ずだ彰ち冷蔵費を差引L)て鮮魚餌料購入価格侮26円'18銭で、切替区と同額の

 餌料代に相当すること¥売る。..
 適正卒投餌を行なえば},支出再からみ一でも固翠解料を使用した方が有利なことが
 わかるが・叉一方・や一ワ方が悪ければ混駆のよ?に鮮魚餌料より割高、となる戸
 ともありうることは念.昨おく.べきであ今う■=
 因争樗前年の固型餌料単用では・・増肉細当り227円38銭・オイ〃添加では、
 増肉切当り206円ρ5銭であった。

 2句)全期間を速じてみた成果とその考察...
 臥腐蝕については∴.野付咳不充分の一点体那小型魚で多く歩留りを悪くし一た目
 こ野付け不良の原.因辛し.ては環境要因・魚俸の'衰弱などが大挙く影響している
 と考えられるが、積極的に餌を食べきせるよ弓な配慮を餌料そのものへ施す

 ..う.まであち弓日すなわち・..嗜好娃を加味した餌付餌料あるいは投餌方法(不
 断・不均十集申分布授与なり車検討すべき貼る。。稚魚餌料に?いては、人
 .エ餌料以外に天然餌料たギも検討されねぱならないことは勿論であろ弓。

.6}



 養成期に八って実用化の問題点としていた鮮魚餌料との切替一えの点は、切替

 え当初3}4日間やし抵抗を感'ずるが後は何れに切替え・てもかたり活濃に摂

 餌した目た史魚肉餌の摂餌状鯉一三比べて・人手興料r固型鉢料)の摂餌は若
 干、活濠さ1を欠<嫌いはある;そして人・工餌料一投与し.ても魚群の浮上摂餌が
 みられない場合、・魚肉ミシチ餌の鍵かな添加によって魚群の一浮上摂餌をみる

 ことは、魚肉餌に摂餌への誘引物質が存在するのではだいかとさえ思料させ

 るよ弓である。と'のよう'左摂解謡引物査を添加した人‡餌料・の作成も考えら
 ・れてよいのではなかろうか回

 ⑤成長は極めて良好で11月末最大1.8509に達し、ヰ均1.35・口8一内外
 を示した。

 一前年のオイ〃添加国型餌料だけ{こよる飼育魚ぬ成長より・も遥かに優れ、本一
 県鮮魚飼料飼育魚め平均成長をも上回った。とれは、9月、1I0月の水温が

 前年よ・りやL高.温を示したことも一因とは考えられるが、鮮魚餌料併用で飽
 食に近い状態に投餌量を増加したことが大きな原因セはないかΣ考えられる。
 1尾当りの月別段餌量(乾)と増肉'量の変イビは、1図のと括りである。=

 1図　投餌量(乾)と増肉量の変化（1尾平均)

 椚切替区1ぺ用区Il…ル区

 附11∴∵∵
 ∴し!十∴!,
 ぎ6η冒rlo“5{r首寸岬[ξ汀gマ1口I11月

 切替区と混用区を比較してみ.ると、混用区において投餌の過多_結果的に
 は効率的逓減があったことがうかrえる。特に10月の投餌量が大きかった
 ようである。これは併用の割合において、人工餌=料の投与割合が大きかった
 ことにも影響されるのではなかろ分か。

 併用割合(乾)を8月以降・人工餌料金:鮮魚餌料1の予定としていたので
 あったが、いろいろの事情で必ずしも予定どおりにいかず、結果的には1表
 のような割合となった。

 併用の割合としては・実用化に際して人工一:鮮.魚1から人工2二鮮魚1の
 範囲が適当ではない一かと思おれる。
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 1表投餌の併用割合

 なお、1図にみられ.るように、今回の試験で9月に増肉量の低下がみられたこ
 とは、特異な現象であるが、これと符合するように10月1日測定の血液性状
 値の一部にも低下がみられている。何らかの異常があったもの㌧よ弓であるが
 その状態については確認し得す更にその原因についても不明である。

 ⑤魚体成分・分析の結果から、体脂肪増加は体重増加となってあらわれ一でいるが

 養成後期において肥満度19前後を限度として、以後は脂肪の増加だけ.がみら

 れ、肥満・度の増加あるいは体長伸長は殆んど認めら・れないので、肥満度の高い

 魚体を得るために高脂肪解料を投与することは必らずしも妥当てはたいと言え
 るよ弓である口がりに肥満度を一定C19)として肥満度算式からみると、体

 重1侮前後の魚体では、体長僅か1c"伸長させること1こよって体重は100μ

 前後増加させることができることを考えると・本型魚産出のためには・体重増

 2図体重と体長の増加関係

 。切替区)

成長期

肥満期



 加と相侯って体長の抽擾を図ることが不可決の条件となつて来る。体長伸長
 '9一主たる時期は・肉組成変動や・脂肪と体長との関係・.体長と体重の増加関
 秤(・図)等からみて・養成前期の肉蛋白の挿加する成長期叩るも一のと推・
 察され、この時期の餌料組成等再検討されねぱならたいだろ弓。

 ④.消化ヒう素の活性度調査ぶら、ハマチが摂取した餌料の組成的相違によっ
 て分泌される消化こう素の強さが異牟って一来ると共昔こ、消化率の相違とたっ
 てあらわれることが確認されたが、このことは、澱粉質を含む人工餌料は、

 鮮魚餌料に比較して蛋白質消化率を低下させる結果を示している。

 .、ま走・栄養失調魚と健康魚のこう素活性度・・消化率を比較しそみて・消化率
 一測定値の高低が必ずしもその消化,こ弓素?強弱とか・・無体成長の良否には樟
 ぴつかないようである。

 ◎餌料6投与方法、すなわち切替え、混用の相運が、血液性状の各分析値に
 も若干あらわれているよ弓で、切替区は変動が著しいが、混用区ではや1安

 定しており、健康状態も良好と考えら机る。

 ㊦味覚の点においセは、一前年同様、鮮魚餌料による飼育魚と殆んど変らなか
 った。

 21)残された問題点.

 ⑤嗜好性を加味した人工餌料の検討
 ㊦餌付けにおげる人工解料適正投解法一の検討

 ◎大型魚産出のため体長伸長を意図する餌料の検討

 ④澱粉質の消化吸収機構の解明

 22)以上の結果から・今年度のよ弓に鮮魚餌料高騰のとき、あるいは不足のと・幸
 には、併用の形でも充分、圃型餌料を実用に供し吊ることが確認された。

大口養魚場.業務概要(1月分)一

 大口養・魚場

 /、概況

 12月に引続き、=.ジーマスの棄卵、艀化管理が大きな比重を占めてい着目
 水温は大雪も降ったりして例年になく降下し・最低ギ℃を記録し.た。.
 排水不良で・飼育干支雫をき叶ていた21州叩のヂβ水暗雫の苧設1を行
 たった。

9.



 2、飼育概要        、頂日目I慨安

        処分内一訳1月末日鮪準定数        魚種。名1月1日.推定飼育数1月の推定増重量販一荒数・死点供試魚不明滅耗

        稚マス食用及候補尾548,950一一価3!5』7口010a。砧980尾547270佃26-97
        撃マ.ス侯補尾2405尾2叩事
        親マス4炉I30尾382
        稚ゴン=(o年魚)10a15戸210.10川O尾
        親コ'イ・18拝・尾コ88

 3。、給餌の概要

餌1料名魚種名
 鱒用ぺ1ノツト協3

 〃.必4

 〃彷.5

 稚マス

170切

60海

 食用マス

20切

60切

170切

 4、ニジマス卵の管理状況

 A移入卵

収容月日

12,14

ユ

12,4

計1

産地

静岡

滋賀

発眼卵数

万粒
3口

万粒
20

万粒
50

死卵数

粒
8.5口0

粒
82一口00

粒1
 9口・ろ0口1

 艀化率I奇型及死魚

尾
4.200

一尾
 2ろ一000

浮上尾数

尾
 28ア5.0口.

尾
95.00口

備考

 1月2佃浮上し一て餌付

浮上.前

 B自家採卵

         月日♀・親魚採卵数発眼卵数検卵数発眼率奇型及死魚上尾数備考
         .,12・ア11尾24.ロロO16.0口08,00066.7^一2月中旬以、浮上予定
         12,1481Z15013.7003.800798一'3月以時浮上予定

         12,225712与.4.・20101.00024.4.加.8ロー5一一■

         ㍉,620r柵.n00)!・■・'τ。一'

         1一二1844(9口.000)一一■一■

         1,ヨ089(180,000)一一'一一

         r註」()一は推定数 r註」(

 一1ロー・



 5,1月の平均水温（用水路)
 月の最高『月4日

水

温

℃
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 用の最低

∴.
1月16日

=10℃.

3-7℃

ぺ
 〉v'

lO
 十r

20 30

.目

 漁娃観一側・速写(2月分一).

 I旬別平均水温・

       里水・成川.幅.一山       旬観測ふ別.最高最低一最高最低軍高一最低
       .上16.2515,2516.0915.21II.15.7315.58

       中'16,4714.94'㍉5.5415.0915.4?15.25

       下1&6・815.50う5.8615.3615.2515.051

       月平均16.40一15.2015.8215.?015.4ε15.31一

       前月差・十□.16一0.36士1.11一1.16.一口.87一口.84

       前年養一1.53一1.54一I1.59'一口、一56二0.55.一丁口.47
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 ∵:○平均水温は里囲丁÷16℃合を・示し・ている他は最南最低ともに15p台て大
 差はない。また前月言こ比して、里村の最高水温がわずカ1に上昇している他は

 lp前舌低目を示し・降下の鮒枇とってい糺しかし・こ9降下の甲
 は次第にゆるやかになってきている。

 また、.水成川、繧山に先だって、里村が1月から2月にかけて、わずかに
 二昇し始め千いる傾向は昨年も同様である。全般的左平均永混鮒年同期よ
 りも低くなっている。

 ○里村の1月平均水温は15.2口～1.6.40℃を示し、最高は下旬ら1558
 ℃、最低は中旬の{4.94℃であ?た。これを前月に比較すると・最高でわ
 ずかに高くなワ、また最低でも0.3℃とわずかに低くなっているが大差はな
 い目

 昨年1同期に比して1℃.以上低くなつIている口
 O・水成川の平均水温は15.20～15.82℃で、.最高は上旬の16.09℃・
 最低は中旬の15.09℃であった。前月に比べると最高最低ともに約1℃低
 く、また昨年同期に比して、最高で1.6℃、最低でO.6℃程低くなっている。.

 ○腐山の平均水温は15.31～15.48℃で、最高は上旬の15-73℃、最
 低は下旬の15.口5℃であった。この平均水温を前月に比較すると、最高最
 低ともに口.8℃台低くたって為り、また昨年同期よりも約口.5℃低くなって
 いる目・

 ○長崎海洋気象台発表の西目本海況旬報2月下旬報によると、東シナ海の氷
 温はゆるやかに上昇をはじめた・黒揮流域は平年よワも高めに放っている・
 水温は今後徐々に上昇する見込みであるが、沿岸域や潮目附近ではその変動
 が大きいので注意を要するとのことである。

班漁況

 /、里村

 総樵獲量は丘口40切で、一魚種別にみると瀬魚が5,130価で全=体の84
 第、・イセエビが4.80切で8第、ブリ295侮で6第足らず、その他イカ、
 タマミなど」たっている。

           旬別一上申下

           魚'種有為日数延出漁船数漁獲量有為日数延出漁船数礁磯量有為日数延出漁.般数。漁獲量漁獲量計
           瀬魚↑o1543.02517/0518903112↑55.150

           イセエビI一480一.1507105ラ104{21204B0

           プリI682B01一一一115295

           イーカ一111ri一1一390112口1?O

           タマミ1.11515

           計Z12433.46515一2132.1り010I263856.04口
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 前月に比較すると310肋減少しており、魚種別には瀬魚が1,445佃、
 イセェピが140佃、プリ235切、イカ90海といずれも増獲となってい一
 るが、前月水揚のあったキハダが見られない。
 昨年同期に・比べると、総漁痩量で4032佃の滅獲になっており、これは
 瀬魚が約Z500佃、イセェピが約1,200侮のいずれも滅獲していること
 が圭在辱因である。

 2、水成川

 総漁獲量は1,901佃で、こ犯を魚種別にみると瀬魚705佃で全体の

 3・第、イバ・6畑で19名、ポヲ16・帯で8名・その組イセエビ・キ
 ハダ'カツオ、ツキビガイなど」なっている回

 繭月に比して綾漁獲量で約1,000尻g滅獲し一ており、.魚種別にみてもキハ
 ダ、瀬魚、イ七エビのいずれも減獲になっている。

 また.、昨年同期との比較て1は、魚種別1こはタイ・イセエビがかなり減獲し
 ているが、イカ、ホラを始め、その他の瀬魚、キハダ・カツオ、キビナゴ、

 ツキビガイ等いずれもわずかづ』増カロして'いるので、総漁獲量で約40.0畑
 の増獲となっている。

           .旬.別上中下

           .魚種有為貝数露出嚢漁獲量有為目数延出漁船数漁獲量椙漁日数延出漁船数漁獲量漁獲量計
           .鍾、一1.O26334.4103234991220.8705.1

           イカ743200.2321一84752081.35662

           ボラ11.41.523126.146ア6

           ツキビガイ・2375-475!.

           'イ.セエビ61051.83814.9'6る.7

           キハダ・カツオ116-4,1ξ4.1
           タ、イ!112.葦221・1.02ろ.3

           キセナゴ1120,3'2n.3

           その他93219Z6104020ア8126.9一12.3

           計一三≡4.1138手Z8一3010686Z81129手95.41,901.0
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 1定.=一一I置.。観一・・.1測.。(2月分)1

養殖.1部

 ○、一.句別平均水温・比重r満潮時・表面)

         1派・=一一温℃比一重一一δ15.
         旬本年前句差副年同期差平年差本年前句差前年同期差平年差
         上15.36■0.20τ0.35一0.0426.78一〇.37十0.04ナα5-9

         ・中14.ア6一0.60=0.69一0.6二126.50一0.28一r0.44.十0.43

         一下15.35斗0.59十0.03一斗0301,126・55十0,0-5一〇.22斗0.54
         月平均15.18■0.28一0.08一一0川26621-060・0.21+0.53I

 ○水.・温
 14・～1.7℃の間で変動し・上句は平年並・中旬は0二6℃低め・下旬は0・3

 ℃高めと一変一動が大きかった。

 月平均水温は15.2℃で、前月より約0.3℃低く、前年同期とは0,1℃低め

 平年よりも約0・.、1℃低めとなった・
 ○比.重

 26～27の高かんが相変らず続い一で.い季。.

 月平均比重}キ26・6で前月より0・6.!昏く・前年同響・手リ芋低くなった回平年
 値より0.5高めを示一しIている口

 2月の水温・比重I

ルス∵∵∵
 斗二1㌶・!「

 ・Iコ暑

 拓トイ比重
 ユ町一…一・＼、・く_ 、q一'、

 〉箏ぐブ㌻∵
 ⊃与

 ⊂τ_。.
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 41年度ノ・.口.共販状況・

養殖部

 県漁連主催によ季本年率のノ1共献1・月1・舳ら3月1-61ま㍗回=
 にわたって行なわれ、.軍'にあと1回め共販が予定されセいる。
 7回までの総出荷量は763万枚で、既舌こ1昨年の総出荷量り五00万枚・昨

 年の306万枚をはるかに越えている。最終的には従来の約2倍程度の出荷が予
 想され、一本県での今年の垂作状況を示している。
 時期的な出荷量の変動は・1月中旬～2月中旬.にかけて出荷数が多く・この頃
 が本年漁期の盛期といえるg.
 製品別の割合は、これら総数の一弓ちま葦のりが5考・あおの,ヲが約2%弱であ

 る。・

 地区別出荷盤は、8漁協から出荷.され、出水が9/.6琵、谷山・毒入3.4第、
 垂水・牛撰2.8系、川内・串木野2.0完、へ房1索弱となづておグ昨年に比し
 ・で比率では谷山・喜入が割に伸び、垂水・中模が不振セあつた口しかし、漁期を

 通じて良質なノリを生産したのは垂水地区であったといわ.れる・
 各共販ごとめ平均単価は12月13日の第2回目夜13一円台を最高に・その他
 3月1目の6回目までは11J12円台で、3月。に入っ一でも横這い状態を示しIて
 いる。

 このように全漁期を通じ一て安定した単価を示したのは、当初、全国的な豊作を
 予測し・ていたのが意外に不作になった』めに第2国目に急{こ高値をよ・ぴ、その後
 単価に大きな変動がなか?たものと思われる回第ア観日の単価が急に下落したの
 はノ"の質が落ちた』めと思われる目

 表1時期的共販状況(県漁連資料より)

       出荷枚数(千牧)
       .共販月薗平均単価一二I

       'くろのりまぜ一のりIあ誌の一り総.。。数

       112,13704,6704.61-1.90

       212,2689-8.8t1・8929。13.02

       31,161.1'81-54フ111,228.612.24

       42・.1・1,635.35.ア04.;4..81,7・3=ア11『.41

       5.2.,1・6一1-469964.9I・一22.き1.ら5711、.12

       63一・,I1890.686,713.8991.1.12.13

       73,1.6.34・ア.311&1左3.65Q.908.50

       討Z=128,0一3ア4.9一1124.5ア62ア4

数1平均単価!
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 表2地区別出荷状況(県漁.連資料から)

       出水川内串木野を含む谷山(喜入を含む)垂水(牛根を含む)八房総計(千枚)
       {689615.0ア04.6

       28ア1.』28.5亨999

       31,136.435.540.616.11,228.6

       41.5-60.ア25.594.152.14.71.ア3ア1

       .51,427.618.260.051.31.5571

       6869126.345.350.4991.1

       7.436.15.522.ア4書・80.95090

       計6990.9154.5262.7213.75.6ア627』

 奄。一美短 信

 例年になく3月に八ってからも薄ら寒い臼が続いていたが・10日過ぎになる

 =ときすがに日中の気温も22～23℃を示すよつになり一足飛びに初夏の感があI一
 る口

 3月は学績を.終えた人達の進学、就職のツーズンであるが、上り(鹿児島行き)
 の船は彼等の希望と不安を満載している。下り(離島行ぎ)の船は進学、就職と
 は2.3年先と思われる.学生が春休みを利用して沖永良部の鐘乳洞へ、或いは沖縄
 を指呼の.間に見る最南端の与論昂へと、都会では得られぬ太陽と海と自然を求め
 て南下している。若人のパイキリテイに満ちあふれた此の頃の定期船である。
 小生も月あり与論.監まで出かけたが船便が悪く古仁屋から8,9時間もが1り

 夜11時事到着、ノ∵ノケに飛び移り漸く上陸したが、何と不便な所であろうと少
 々 ゆううってあったが・翌日好天に恵まれ射すような日光を浴びなか㌣島町い'一'
 ㍍周囲約20加の小さな島であるがオゾンを∫ト杯吸ったせいかまこ㌧崎分
 がよろしい。殊に島の東端ピャンチク離の延々2キロに及ぶ白砂の海岸とサンゴ

 礁叩ける白い波と海を眺めていると俗世間の小事などどこかえ吹ヲび・一季宇
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 壮大となり、人生と法?の疑問が一気に解けたよ弓た気がする回
 また、宇検村に行く途中のパヌの中から見る山々の色は絶厳である回すべての

 木べが一斉に新芽を出立・そあ緑台は千麦万化・黒緑か宇真黄苧ま㌔緑の色が
 こんなにも豊富た色であることに改めて驚いた。・

 大島海峡の海は素晴t.い豊明度を示亡、水温も徐々に上昇の気配を示し、稀に・
 見る流れ藻(殆んど赤;・タワラ)をすくってみると体長1～2伽・g種不明ρ稚魚・.
 が見られこ』にも新らしい生命の息吹きを感ず声。
 山も海も春だけなわの奄美である。

(K'I,T)

 業・務概要一

 §本場・

 ○アワビ人工採苗稚'貝試験

 前月に引続き五0.41年度採苗稚貝を室内と桜島水旅館外漉に垂下飼育

 中。餌料にはワカメ・アーオサ・ハバノリ等㍗生輝輝を琴与㌧40年度稚=貝最
 犬殻長33鰍・41年度稚貝3月23目翠在「12151日債.)・最大殻長11・6.
 棚に・成長している。'(担当者山口)
 ○ワカメ養殖試験

 谷山市、東町葛輸両地先で養殖試験申のワカメ筏を5月17日、3月23

 日それぞれ撤収し、ワカメをr斉収獲.し苧。。谷山地一先では養殖基質別、。葛輸
 地先では沖田し時期別の収量比較を行なったが、後者については所期の目的
 は達せられなかった。(担当者瀬戸口)

 ○プランクトン査定

 度鵬湾内真珠養殖漁場プランク1唯定友ぴアコヤ岬離吻生計数
 。。を終幕試験・….・`担坤・瀬叩ザI・
 前.月に引続き・谷山漁場試験地で品種別・遮光区別比師験咋去ってい

 る。一

 3月10B・24.目に冷凍網出庫。
 3月13～15目、27～29目に測余資料の採取。
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 。.グ糸撃体培養幽∵
 ・{1=。・!ギ春山千差振吟1甲当者一納! ぺ・ガー1目プジヅ精査.福山

 ㍗戸..∵率一.㍗蝕前㌣∵・・
 塵整二珂㌧
 o2月271ヨと巳……慶μ』JH囲下

 土産品開発鰯会出席(蹄干石神ジ
 。2月281ヨ～3月7目

 ハマチ煩製指導(担当者全員)
 o3月3目}4目

 ワカメ加工講習会(於本試)受講者70名

 養殖ワカメの量産に対処†るため航法にっし'て説.明会舳こ実乱
 二3月ア目㍗月末鰹節カビ付基礎試験
 水分、脂肪がヵピ着生に及ぼす影響について試験を実施申回(担当者是枝)
液体煩製晶製造試験(握当者藤田,黒木)

 o5月g目～10日

 タイ浜焼製造試験(担学者・木下)
 o3月10目～11目1出張川内、串木野

指定工場巡回指導(担当者是枝)
 o3月13日～15日出張内之浦、菓串良、志布志

 指定工場.巡回指導(担当者木下・黒木)一
 一〇3月1ア目～18一日出張阿久根

 指定;〔場巡風指導(.担当者石神)・
 o-3J弓1.7日～1-8巳一

 ウカメ加コニ試験(担当者・全員)一
 .・・.33月22目～24目出張東町・長島町

 ワカメ加工指導(担当者藤田、黒木)

 ○月1・。間

 .鰹節々ピ待試験.(担当者藤日ヨ)一

区1二嚢二重'
 ○出張

 、・一31月・1岬、12日一'・宮崎大学
 肝付川水系だ恭げる汚水調査結果の検討。て出張者上田、弟子丸、荒牧)
 3月11iヨ～17目水産庁
 ・!・マチ餌料金譲及び。指定研究会議.出席・。'(出張者畠山、九方田ぺ上田)

 葦月27日～28渥
 有明、串良地区の内水面養魚場の水質調査'目・一よ'・出張者上田、弟子丸)

 ○会議

 '18一・



 3月13日鹿児島県がん水養魚会議`於水産セ!ター)
 一42年度ハマチ養殖割当て尾数について(出席者荒牧)
 3月24日肝付川水系における澱粉汚水調査会議(於県庁)

(出席者全員)

 ○その他

 一42年度事業計画案作成及び準備
 クルマエビ、一ガザミの養殖について九万円
 タエビ、クロiノラの養殖荒牧
 澱粉汚水調査について上田、弟子九

重
 。3月1目～10'日薩南域の漁海況観測(照市丸)
 o3月14日～24日大隅東部域の底刺網漁業試験(かもめ)

 §大島分場

重
 ○ムロ糠業調査(徳之島、一宇検)
 徳之蕗で・は瀬無一本釣として利用されるが、浴捧一帯の分布は広く群も大
 きい宇検では四張網、待網で漁獲されているが、漁場利用漁法の点で多くの

 改良点がある。

亟
 ○加工場備晶整備

 ○ウニ液利用煎餅試作
 ○与論、大和村、徳之島等の沿岸資源利用状況調査。

統
 ○マベ稚貝育成2月.27日第5回掃除

 SL61～30,S]ヨ135}22協、AT45一{×2ア1形、前回(1月
 24日)の1-545個から1.5?0個で98.5箔の歩留りである。一

 〇天然稚貝発生状況調査申。

 ○餌料培養試験継続中。
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